
教育実習が始まりました。
今日から３週間の日程で教育実習が始まりました。将来、教師を目指す大学生が母校に帰り、教師としての経験を積む大切な実習です。今年は英語科で１名、君たちの先輩が実習を行います。
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今週の全校集会でお話しした内容を覚えていますか？今回は「勇気」について

お話をしました。以下に改めて書きますので思い出しながら読んでください。

『勇気にもいろんな勇気があります。勇気を出す、勇気がある。君たちならどうする

か考えながらこの後の話を聞いてください。ある海外の有名な作家の高校時代の話で

す。彼のクラスにとても優秀で人柄もよく人気者の生徒がいました。彼の父は大きな会社を経営してい

ましたが、何らかの事件を起こし、検挙されてしまいました。いわゆる逮捕をされてしまったのです。

父親やその会社はたくさんの批判を受けました。そして、それだけにとどまらず、挙句の果てには家族

の写真まで記事にされ、家族みんなが悪口を言われるようになってしまいました。彼は１週間、学校に

登校できませんでした。２週間目も登校できませんでした。３週間目にようやく登校してきましたが、

人目を避けるようにいつも一人で過ごしていました。作家になった彼は、何か声をかけてあげたほうが

いい、やさしい言葉をその生徒も待っているはずだと思いながらも、なんと声をかければいいのか、声

をかけずにそっとしておいたほうがいいのかと迷っていました。結果的には、何の声も掛けてあげられ

なかったのです。その結果、独りぼっちだった彼はその時間を最後に学校を出ていき、その後、一切登

校することはありませんでした。』という話です。

その作家はその時のことを悔やんでいるということでした。君たちの周りにもいろんな理由で学校に

登校できていない人、登校しにくくなっている人がいます。君たちのことだからこんな風にしてあげれ

ばとか、こんな風に言ってあげればいいとわかっている人は多いと思います。でもいざとなればどうし

たらいいのかと悩む人もいることでしょう。例えば、電車に乗っていてお年寄りや体の不自由な人など

に座席をゆずるというのも同じです。何が正しいかわかっていてもそれを言

葉や行動にあらわさないとそれは宝の持ち腐れになってしまいます。どうか

後で後悔しないように正しいと思うことに勇気をもって取り組んでほしいと

思います。今週から期末懇談が始まっています。成績だけではなく１学期を

振り返ってよかった点、反省すべき点をしっかり見つけるようにしてくださ

い。そして、その事実から目を背けることなく、良かった点をさらに伸ばし、

反省すべき点を必ず克服していくんだという真の勇気をもって懇談に臨んでください。

保護者の皆様には、暑い中、また不安定な天候の中、懇談に足を運んでいただき、本当にありがとう

ございます。担任と共に子どもたちが、「夏休み、頑張るぞ！」と思えるような懇談になるように最後

までよろしくお願いいたします。
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